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つも江口グループ「わくわく倶楽部ニュースレ
ター」をお読みいただき、ありがとうございます。

2月は京都マラソンに参加する予定です。天候が悪い日
が続いていますが晴れ間を見つけ走ったり、またジムへ
行き走ったりと練習を重ねています！ 完走目指しがんば
ります！

て、今月は「江口グループのユニフォーム」につい
てお話しします。

　このユニフォームに変えてから、気づけば4年が経ち
ました。それでも今なお、「かっこいいですね」「EGSTっ
て、どういう意味なんですか？」と声をかけていただくこ
とがありますし、このユニフォームを着ていたら「江口組
さんですよね？」と会社名を覚えて声をかけていただく
ことも増えてきました。
　ただの作業着ではなく、江口組の理念や姿勢を伝え
てくれる“会社の顔”として、このユニフォームが少しず
つ地域に根付いてきていることを感じています。
　このユニフォームが完成するまでは、私は仕事の場で
はスーツを着ていることが多くありました。打ち合わせ
や外部の方とお会いする場では、それが当たり前だと思
っていたからです。でも、このユニフォームができてから
は、自然と、これを着て仕事をすることが増えました。
「これを着ているほうが、今の江口組らしい」そう思える
ようになったからです。
　このユニフォームを着ていて「かっこいいですね！」そ
の一言が、素直に嬉しい。見た目だけでなく、仕事に向き
合う姿勢まで含めてそう言ってもらえている気がするか
らです。ユニフォームに刻まれているEGSTは「Eguchi 
Group Smile Thank You」の頭文字です。我々の経営
理念の一部「笑顔と有難うを創造しよう」からとりまし
た。仕事を通して、笑顔が生まれ、「ありがとう」が行き
交う会社でありたい。江口組の経営理念の想いを、この
4文字に込めました。
　理念は、掲げるだけでは意味がありません。行動の中
で、会話の中で、自然と伝わっていくものだと思ってい

ます。だからこそ、このユニフォームが、社員一人ひとり
が理念を語れる“きっかけ”になってほしいと願ってい
ます。こうした声をかけられるのは、私だけではありま
せん。社員も同じように、現場や地域で声をかけていた
だいています。EGSTは、理念の入口であり、会話の入
口であり、人と人をつなぐ入口でもあるのです。
　このユニフォームは、かっこいいだけではありません。
ストレッチが効いていて、現場での作業が本当にしやす
い。毎日、体を動かして働く社員にとって、動きやすさは
何より大切です。想いだけでは仕事はできません。でも、
想いがなければ、いい仕事は続きません。このユニフォー
ムには「理念と現場のリアル」その両方を込めています。
　このユニフォームは、福井県のユニフォームネクスト
さんにお願いして作っていただきました。こちらの想い
を丁寧に聞いてくださり、その上で提案していただいたデ
ザインです。いい出会いに恵まれて、最高のユニフォーム
ができました。心からそう思っています。
　面白いことに、「かっこいいですね」と声をかけられる
たび、何社もユニフォームネクストさんを紹介すること
になりました。結果的にこのユニフォームはとても優秀
な営業マンになっています（笑）。無理に売り込まなく
ても、いいものは自然と広がっていく。そんなことも、こ
のユニフォームが教えてくれました。

れからも江口グループは、理念を語り、理念を行
動し、理念を“着て”仕事をしていきます。この

ユニフォームとともにこれからもがんばります！

最高のユニフォームができるまで
～理念を「着る」ということ～
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江口グループ現場だより

たくさんの学生とお話しできた

貴重な場でした。

社員のみんなで集めた募金を寄付してきました！

説明会の様子を
まとめた動画は
こちらから！

んにちは、広報部の川﨑です。
昨年12月、江口組は学生向け企業ガイダンスに参

加してきました。
回は、金城大学・商業高校・工業高校の3校で行わ
れた企業ガイダンスに参加しました。

　まず金城大学では、インターンシップについての説明を
実施。学生の皆さんからは「現場監督ってどんな仕事です
か？」といった質問があり、土木の仕事に興味を持って話を
聞いてくれている様子が印象的でした。次に商業高校の
企業ガイダンスへ。商業高校では土木について学ぶ機会
が少ないため、「そもそも土木って何？」という基本的なと
ころからお話ししました。初めて聞く内容に、真剣に耳を傾
けてくれる姿がとても印象に残っています。最後は工業高
校でのガイダンスです。土木と建築の違いが分からない
学生も多くいましたが、直接話をすることで、それぞれの
仕事の特徴や魅力を知ってもらうことができました。
　この3回の説明会を通して、学生の声を直接聞くことが

でき、私たちにとっても新たな課題や気づきを得られる有
意義な時間となりました。そして、説明会の様子はYouTube
でも紹介しています。学生の皆さんとのやり取りや、会場
の雰囲気をぜひ動画でもご覧ください。

学生の声に出会った12月
─企業ガイダンス参加レポート─
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んにちは、広報部の川﨑です。
今月は、江口組が長年大切にしている地域貢献活

動についてご紹介します。
　2025年12月25日、江口組は 小松市社会福祉協議会 
へ寄付金10万円を贈呈しました。

の取り組みは毎年継続して行っている活動で、今
年で19回目を迎えます。当日は、小松市社会福祉

協議会 事務局長の鈴木 淑様にご対応いただき、江口組
からは広報部の私と、工事部1年目の加戸さんが出席し、
直接お渡ししました。「地域に支えられて仕事ができてい
るからこそ、地域へ恩返しをしたい」そんな想いから、江口
組では社員の皆さんとともに寄付活動を続けてきました。
年数を重ねるごとに、この活動が地域とのつながりを実感
できる大切な時間になっています。
　今回の寄付金は、車いすなどの福祉備品の購入をはじ

め、高齢者や障がいのある方々を支える福祉サービス活
動に活用される予定です。地域で暮らす方々の安心や笑
顔につながる支援となれば幸いです。
　江口組はこれからも、地域に寄り添いながら、私たちに
できる形での社会貢献活動を大切に続けてまいります。

19年続く“ありがとう”
─江口組の地域貢献活動─
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全社員で目標達成に向けて

頑張ります！

気持ちが引き締まった後半戦

キックオフ会でした！

さんこんにちは。広報部のきゅうだです。
2025年の締めくくりとして、毎年恒例の江口グ

ループ望年会を粟津温泉「のとや」さんにて開催しました。
江口組では一般的に使われる「忘年会」ではなく、あえて
「望年会」と呼んでいます。それは、ただ１年の苦労を忘れ
るのではなく、来年への希望を語り合う時間であってほし
いという想いが込められています。

年会では、美味しい料理と温泉でゆったりと過ごし
ながら、前向きな言葉が自然と交わされ、楽しい時

間を過ごせました♪
　特に盛り上がったのは、恒例のビンゴ大会！ 今年も豪華
景品が勢ぞろいし、会場には笑顔と歓声が溢れました。ま
た、普段はなかなか話す機会のない他部署の社員とも交
流でき、「和の力」がさらに深まったように感じます！
　この「和の力」を大切にしながら、2026年も地域のため、
仲間のため、そして自分たちの成長のために社員一丸と
なって頑張っていきます！

笑顔と希望に包まれた
江口グループ望年会

さんこんにちは。広報部のきゅうだです。今月２つ
目の記事になります。

　2026年を迎えたと同時に、江口グループは6月末が決
算のため、後半戦がスタートしました。仕事始めの日には
「後半戦キックオフ会」を開催し、今期の目標や方針を改め
て全社員で共有しました。この後半戦キックオフ会は、江口
グループにとって大切な行事の１つです！

日は、社長の方針発表をはじめ、各部門、各プロジェ
クトの発表が行われ、これまでの取り組みや成果、

今後の課題について再確認するとともに、チーム全体の方
向性を共有する時間となりました。
　また、社員一人ひとりが「目標を達成するために何がで
きるのか」を考える機会となり、目標達成に向けた意識をよ
り一層高める場となりました。
　そして、私自身もより会社や土木の魅力をたくさんの人
に知ってもらうために、投稿の質を上げていけるよう頑張
ります！

　今回の後半戦キックオフ会を通じて、社員同士の理解と
共有が深まり、下半期に向けた良いスタートになったと感
じました。
　残りの半期も江口グループは、社員同士の「和の力」を
大切にしながら、同じ目標に向かって一丸となって取り組
んでいきます！

江口グループの後半戦がスタート！
～後半戦キックオフ会～

皆

皆

当

望

2026年も一歩ずつ前に進んでいきます！

江口グループらしく笑顔いっぱいの望年会でした！



クリエイション江口
刀袮　紀大

株式会社 江口組
小松市殿町2丁目66番地
TEL.0761-24-1311㈹

eguchigumi@eguchi-group.co.jp

発行元

江口グループ

本蓮寺

●
稚松小学校

●
北國銀行

空港軽海線

小松高校
●

中央緑地 ●本陣記念美術館

芦城公園

小松市役所
◉

細工町

京町北

松任町

京町

江口組

ご意見・ご感想などがございましたら

ＳＮＳ または 同封してあります

アンケートハガキにてご連絡下さい！！

2026年が始まり、あっという間に1ヶ月が経ちました。皆さんは、どんな
スタートを切れたでしょうか？
今年は午年。そこで今回は、午（うま）年にちなんで「上手くなりたいこと」
をスタッフの皆さんに聞いてみました。
改めて、本年もどうぞよろしくお願いいたします！
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